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第106回 釧路種馬共進会

「　オオゾラヒメ　」 山田 恵理実さん（白糠）

「　二十三宝終　」 斉藤 実稔 氏（幌呂）

「　皇　　　極　」 小野田 喜一 氏（音別）

審査員：山下 大輔 氏

入　　賞　　馬　　一　　覧

最　　高　　位　　賞
栗　　　姫 江崎　勝三（白糠）

部 順位 名　　　号 品　　種 出品者（地区）
2部 １等 栗　　　姫 日本輓系 江崎　勝三（白糠）

4部
３等 オオゾラヒメ 日本輓系 山田恵理実（白糠）
３等 皇　　　極 日本輓系 小野田喜一（音別）

5部 ３等 二十三宝終 日本輓系 斉藤　実稔（幌呂）

七
月
二
十
五
日
、
釧
路
市
大
楽

毛
・
釧
路
農
協
連
共
進
会
場
で
、

第
１
０
６
回
釧
路
種
馬
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
四
Ｊ
Ａ
（
標
茶
、
阿
寒
、

摩
周
湖
、
丹
頂
）
か
ら
、
計
十
七

頭
の
出
品
馬
が
集
ま
り
資
質
を
競

い
ま
し
た
。

審
査
員
は
山
下
大
輔
氏
（
公
益

社
団
法
人
日
本
馬
事
協
会
業
務

部
参
事
）
が
務
め
、
第
１
部
１
才

雌
馬
か
ら
第
５
部
３
才
以
上
雌
馬

（
子
付
き
）
ま
で
の
各
部
を
審
査

し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
計
四
頭
が
出
品

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
最
高
位
賞

に
当
Ｊ
Ａ
・
白
糠
・
江
崎
勝
三
さ

ん
の
出
品
馬
「
栗
姫
」（
２
部
・

１
才
雌
・
日
本
輓
系
種
）
が
、
み

ご
と
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表
の

と
お
り
で
す
。
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パルシステム親子酪農体験ツアー実施!!
「実際に酪農を体験、見て・触れて・より理解を深めました。」

青年部による「酪農出前授業」

給餌体験・鶴居地区

お礼のメッセージと気持ちのこもったタオルを贈呈

そ
の
後
、
今
回
の
受
入
先
・
鶴
居
、
幌

呂
地
区
の
７
農
場
に
入
り
、
実
際
に
牛
に

触
れ
、
給
餌
な
ど
を
行
な
い
、
食
が
生
ま

れ
る
現
場
を
見
て
、
体
験
・
実
感
し
、
生

産
者
と
の
き
ず
な
を
深
め
ま
し
た
。

パ
ル
シ
ス
テ
ム
「
こ
ん
せ
ん
72
牛
乳
」

利
用
者
の
方
々
か
ら
生
産
者
の
皆
様
へ
、

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
、
搾
乳
作
業
時
な
ど
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
タ
オ
ル
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

て
お
り
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
加
盟
生
協
で
取

り
扱
う
「
こ
ん
せ
ん
72
牛
乳
」
の
ふ
る
さ

と
で
酪
農
体
験
な
ど
を
行
な
い
、
生
産
者

と
消
費
者
と
の
交
流
を
通
し
て
お
互
い
が

よ
り
理
解
を
深
め
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
生
協
組

合
員
８
家
族
24
名
は
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱
根

釧
工
場
で
「
バ
タ
ー
作
り
体
験
」
や
、
青

年
部
鶴
居
支
部
に
よ
る「
酪
農
出
前
授
業
」

で
、
牧
場
の
仕
事
・
牛
の
か
ら
だ
・
牛
の

一
生
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

七
月
二
十
五
〜
二
十
七
日
の
三
日
間
、

パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同
組
合
連
合
会

（
東
京
等
１
都
８
県
、
会
員
９
生
協
か
ら

な
る
連
合
体
。
組
合
員
登
録
数
約
１
３
０

万
人
。）
及
び
釧
路
地
区
酪
農
対
策
協
議

会
は
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
組
合
員
に
よ

る
「
夏
休
み
親
子
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
生
産
者
（
酪
農
家
）

と
生
協
組
合
員
と
の
消
費
者
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
１
９
８
１
年
か
ら
続
け
ら
れ
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ＪＡ女性部フレッシュミズ研修会 開催

白糠・農村サマーフェスティバル 開催

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
床
に
敷
き
、

講
師
の
指
示
に
従
い
な
が
ら

約
一
時
間
程
度
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

部
員
か
ら
は
、
ヨ
ガ
を
基

本
か
ら
学
び
、
心
身
と
も
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
健
康
増
進

に
繋
が
る
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
、
大
変
有
意
義
な
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

換
を
図
り
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

余
興
は
、
牛
乳
・
ビ
ー
ル
・
バ

ナ
ナ
の
早
食
い
早
飲
み
競
争
、

花
火
大
会
の
他
、
今
回
初
登
場

の
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
バ
ン
ド

「
ア
ン
ピ
シ
リ
ン
」（
Ｊ

－

Ｐ

Ｏ
Ｐ
メ
イ
ン
、
バ
ン
ド
名
の
由

来
は
実
在
す
る
バ
ン
ド
・
ペ
ニ

シ
リ
ン
と
牛
の
抗
生
剤
名
を
も

じ
る
。）に
よ
る
生
演
奏
で
会
場

も
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
二
日
、
本
所
で

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講
師
に
合
同
会
社
生
涯
健

康
実
践
会
副
代
表
の
石
橋

美
由
紀
さ
ん
（
鶴
居
村
下
幌

呂
）
を
招
き
、「
ヨ
ガ
健
康

教
室
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
十
四
名
は
、

八
月
七
日
、白
糠
町
和
天
別
・

旧
河
原
小
中
学
校
で
、
Ｊ
Ａ
青

年
部
音
白
支
部
及
び
４
Ｈ
ク
ラ

ブ
主
催
に
よ
る
農
村
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

昼
の
部
は
、
三
チ
ー
ム
に
よ

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な

わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

夜
の
部
は
懇
親
会
が
行
な
わ

れ
、
焼
肉
を
囲
み
つ
つ
情
報
交

「ヨガ健康教室」を実施

早食い早飲み競争で大人も子供も一喜一憂！

青年部によるバンド生演奏!!
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ＪＡくしろ丹頂音別年金友の会総会・親睦旅行

七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
二
日
間
、
厚

岸
町 

宮
園
公
園
野
球
場
で
、
釧
路
管
内
Ｊ

Ａ
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丹
頂
野
球
部
は
、
大
会
一
日
目
に
Ｊ
Ａ
摩

周
湖
と
対
戦
し
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
に
対

し
堂
々
の
試
合
運
び
で
一
時
は
先
行
す
る
も

一
歩
及
ば
ず
、
結
果
４
対
５
で
惜
し
く
も
敗

退
し
ま
し
た
。

当
日
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
皆
様
方
、
ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
月
五
日
か
ら
三
日
間
、

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
音
別
年
金

友
の
会
は
、
十
勝
で
第
二
十

七
回
通
常
総
会
並
び
に
親
睦

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
員
二
十
七
名
の
出
席
に

よ
り
、
十
勝
川
温
泉
で
通
常

総
会
が
行
な
わ
れ
、
議
案
は

全
件
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
親

睦
を
図
り
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
中
札
内
ピ
ー

タ
ン
農
園
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を

体
験
し
、
あ
ま
く
て
美
味
し

い
イ
チ
ゴ
を
堪
能
し
た
ほ
か
、

紫
竹
ガ
ー
デ
ン
や
と
か
ち
村

な
ど
を
見
学
し
、
思
い
出
に

残
る
楽
し
い
親
睦
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
開
催

浜

中

町

阿

寒

阿 寒

く
し
ろ
丹
頂

摩

周

湖

釧
路
太
田

ホ
ク
レ
ン

し
べ
ち
ゃ

北

農

連

優勝

大　会　結　果

8 2

1000

0 7 4 5 5 2 10 5

5

7月25日
7月26日
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

近
年
、
乳
牛
の
高
泌
乳
化
に
伴
っ

て
分
娩
間
隔
が
長
期
化
す
る
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
（
平
成
二
五
年
の
道

内
平
均
は
四
三
二
日
）。
分
娩
間
隔

の
長
期
化
は
産
子
数
や
乳
量
の
低
下

に
繋
が
る
た
め
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
二
六
年
度
に
オ
ホ

ー
ツ
ク
管
内
で
実
施
し
た
繁
殖
管
理

の
現
状
把
握
と
改
善
に
向
け
た
方
策

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
　
調
査
対
象

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
経
産
牛
一
頭

あ
た
り
乳
量
が
九
五
○
○
㎏
を
超
え

て
い
る
農
家
（
平
成
二
六
年
七
月
の

牛
群
検
定
平
均
）
を
対
象
と
し
ま
し

た
。
調
査
し
た
酪
農
家
の
う
ち
、
分

娩
間
隔
が
四
一
○
日
以
下
の
十
三
戸

を
優
良
事
例
、
四
三
○
日
以
上
の
四

戸
を
改
善
事
例
と
し
ま
し
た
。

二
　
結
　
果

○
初
回
授
精
開
始
日
数

優
良
事
例
の
初
回
授
精
開
始
日
は

八
三
日
、
改
善
事
例
は
九
六
日
と
な

っ
て
お
り
（
表
１
）、
分
娩
間
隔
の

長
期
化
の
要
因
と
し
て
初
回
授
精
開

始
日
数
の
遅
れ
が
起
因
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

○
繁
殖
管
理
技
術

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
表
二
）
に
よ

り
発
情
観
察
時
間
や
妊
娠
鑑
定
な
ど

の
繁
殖
管
理
作
業
に
係
る
項
目
の
実

施
率
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
優
良
事

例
で
は
八
九
．
七
％
、
改
善
事
例
で

は
三
八
．
九
％
と
な
り
、
二
倍
以
上

の
差
と
な
り
ま
し
た
。

○
繁
殖
管
理
作
業
の
ル
ー
ル
化

優
良
事
例
で
は
、
発
情
観
察
、
記

録
、
初
回
受
精
開
始
日
、
人
工
授
精
、

妊
娠
鑑
定
、
繁
殖
治
療
に
関
す
る
作

業
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
作
り
、
常
に

一
定
し
た
対
応
を
迅
速
に
実
施
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

○
分
娩
前
後
の
栄
養
管
理

優
良
事
例
で
は
乾
物
摂
取
量
、
飲

水
量
の
向
上
を
図
る
た
め
の
餌
寄
せ
、

水
槽
の
清
掃
を
徹
底
し
て
い
る
事
例

や
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
剤

栄
養
剤
な
ど
の
投
与
に
つ
い
て
自
ら

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
綿
密
な
栄
養

管
理
を
実
施
し
て
い
る
事
例
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

三
　
ま
と
め

以
上
の
結
果
か
ら
、
繁
殖
成
績
向

上
の
た
め
に
は
、
①
初
回
授
精
開
始

日
数
の
早
期
化
、
②
繁
殖
管
理
作
業

の
確
実
な
実
施
、
③
繁
殖
管
理
作
業

の
ル
ー
ル
化
、
④
分
娩
前
後
の
綿
密

な
栄
養
管
理
に
よ
る
健
康
状
態
の
維

持
、
が
必
要
だ
と
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

成
果
が
目
に
見
え
る
ま
で
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
自
家
で
不
足
し
て

い
る
部
分
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

各
項
目
に
関
す
る
優
良
農
家
の
具

体
的
な
改
善
事
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
た
の
機
会
に
紹
介
し
ま
す
。

表１ 飼養・繁殖管理の優良・改善事例の比較
項　　　目 優良平均 改善平均

経 産 牛 頭 数（頭） 89 56
平 均 産 次（次） 2.5 2.8
経産牛1頭あたり乳量（㎏） 10641 9975
乳 脂 肪 率（％） 3.95 3.99
乳 蛋 白 率（％） 3.30 3.28
Ｍ Ｕ Ｎ（％） 11.5 11.0
体 細 胞（千個/ml） 163 238
分 娩 間 隔（日） 399 461
空 胎 日 数（日） 124 171
初 回 授 精 開 始（日） 83 96
初 回 授 精 受 胎 率（％） 36 35
平 均 授 精 回 数（回） 2.0 2.1

表２ 繁殖管理チェックシートの優良事例と改善事例の実施率
チェック
項　　目 内　　　容

実 施 率（％）
優良農場 改善農場

繁殖管理
担 当 者

決まっている。担当者が複数の場合「責
任者」が決まっている。 92 50

観察時間 年間通して定時で確実に実施している。
また、作業時には常に観察している。 100 100

発情兆候 複数あり、そのうち必ず見ているという
項目を１つ以上ハッキリ言える。 100 50

記録媒体 ２つ以上使用している。 92 25

記録内容 初回発情、排血のあった日を必ず記録し
ている。 92 50

初回授精
開 始 日

開始するルールが決まっており、年間通
して確実に実施している。 92 50

人工授精 必ず立ち会う。 62 0

妊娠鑑定 実施するルールが決まっており、年間を
通して確実に実施している。 85 25

繁殖治療 実施するルールが決まっており、年間を
通して確実に実施している。 92 0

合 計 実 施 率 89.7 38.9

5

繁
殖
成
績改

善
の
た
め
に
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編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

■平成27年度 　生乳生産実績（7月）
月計乳量（kg） 7月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,632,333.8 103.3 34,135,309.2 102.1
（鶴居地区） 2,966,155.2 105.7 11,720,507.0 104.4
（幌呂地区） 2,226,425.2 99.4 8,864,585.8 99.6
（白糠地区） 1,819,419.2 103.4 7,228,182.0 101.7
（音別地区） 1,620,334.2 104.1 6,322,034.4 101.8

管 内 計 45,769,374.0 101.8 179,216,566.4 100.7
（前年度管内計） 44,942,459.1 178,043,683.5

理　事　会　報　告
７月定例理事会　平成27年7月31日（金）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．６月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．�特定組合員に係る特別運用基準の一部変更に
ついて

付議事項�
議案第１号　�監事監査の結果に対する回答について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　諸規程等の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．�当面の業務日程について

□�本格的な夏が過ぎ、これから涼しい時期となってきますが、昼間はまだま
だ気温が高い日は続きます。熱中症の予防など、暑さをしのぐ対策として、
エアコンがない場合、その時々の風向きに合わせて風の通り道を作る、日
差しをさえぎる、打ち水で冷やすなどが効果的のようです。窓の外側で日
差しをさえぎるなど、遮

しゃ

蔽
へい

物（すだれなど）を置いた場合、何も取り付け
ない場合との内外の温度差は約５度程度違うようです。植物などを利用し
た「緑のカーテン」を使用するなど厳しい残暑を快適に過ごすには、様々
な方法があり、人にも牛にも対処策には共通する部分があるようです。

辞　　令　　発　　令

氏　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

（平成27年７月22日付）

金　井　大　和 音別支所　購買課生活係 白糠支所　家畜改良課家畜改良係

（平成27年８月１日付）

福　士　哲　也 音別支所　支所長 音別支所　支所長兼音別支所燃料課長

大　石　雅　明 白糠支所　購買課長兼音別支所燃料課長 白糠支所　購買課長

村　上　　　弥 幌呂支所　牧場課幌呂育成牧場調査役 幌呂支所　牧場課幌呂育成牧場係長
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